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大気観測から推定された東アジアにおけるパーフルオロカーボンの大量
排出

Large emissions of perfluorocarbons in East Asia deduced from
continuous atmospheric measurements
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非常に強力な温室効果気体であるパーフルオロカーボン（PFCs）の排出実態を把握するため、
大気中PFCsの現場観測を2006年から沖縄県波照間島と北海道落石岬のモニタリングステーショ
ンにおいて実施している。観測の結果、炭素数2-4のPFCs[PFC-116 (C2F6), PFC-218 (C3F8),
PFC-318 (c-C4F8)]のベースライン濃度は、年1-3％程度で増加していることが明らかとなった。
また、それらの濃度は、東アジアの都市域上空を通って輸送されてきた空気塊において増加して
いたことから、東アジア域から大量のPFCｓが排出されていることが示唆された。そこで、観測
された汚染イベントを粒子拡散モデルに基づく逆問題手法や大気輸送モデルを用いて解析し、東
アジア（中国、日本、北朝鮮、韓国、台湾）におけるPFCｓの排出量を推定した。その結果、中
国は東アジアにおけるPFCｓ排出量の半分以上を占める最大の放出国であり、日本がそれに続く
ことが示された。また、東アジア域におけるPFCｓ排出量は、PFC-116: 0.859 Gg/yr, PFC-218:
0.310 Gg/yr, PFC-318: 0.562 Gg/yrと推定された。これらは、ベースライン濃度の経年増加率か
ら見積もられたPFCｓのグローバルな排出量の40%（PFC-116）から4分の3以上（PFC-218,
PFC-318）に相当することから、東アジアはPFCｓの大きな排出源となっていることが示唆され
た。
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